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年末調整に向けた年末調整に向けた
「定額減税セミナー」開催「定額減税セミナー」開催

　１１月１９日（火）１４時３０分から、当所において常議員会が開催され、⑴８件の新規会員加入、⑵優良会員　１１月１９日（火）１４時３０分から、当所において常議員会が開催され、⑴８件の新規会員加入、⑵優良会員
表彰事業（案）について審議を行い、いずれも原案どおり可決承認されました。⑵について、7年度スター表彰事業（案）について審議を行い、いずれも原案どおり可決承認されました。⑵について、7年度スター
トに向けて準備を進めていく予定です。トに向けて準備を進めていく予定です。
　また、今回より新たな試みとして、「会員企業の活性化・やる気を促進させる手法」として、会員企業に　また、今回より新たな試みとして、「会員企業の活性化・やる気を促進させる手法」として、会員企業に
よる事例発表を実施しました。初回となる今回は、常議員の久保田邦彦氏が、自社のネット販売で利益を上よる事例発表を実施しました。初回となる今回は、常議員の久保田邦彦氏が、自社のネット販売で利益を上
げた事例を紹介。リスクを最小限に抑えながら挑戦する考え方や具体的な行動について話され、出席者一同げた事例を紹介。リスクを最小限に抑えながら挑戦する考え方や具体的な行動について話され、出席者一同
感銘を受けました。感銘を受けました。
　続いて１５時３０分から同会場にて、市と商工会議所の経済懇談会を開催しました。今回は「『ホントカ。』の活用」　続いて１５時３０分から同会場にて、市と商工会議所の経済懇談会を開催しました。今回は「『ホントカ。』の活用」
と「市税を増やす対策」をテーマに２９名が参加して意見が交わされました。と「市税を増やす対策」をテーマに２９名が参加して意見が交わされました。
　ホントカの活用については、オープン後の施設利用と課題点のほか、周辺の空き店舗の利用方法など。ま　ホントカの活用については、オープン後の施設利用と課題点のほか、周辺の空き店舗の利用方法など。ま
た市税を増やす対策では、小千谷で働きたい、住みたいと思ってもらうには、小千谷の魅力を高めることがた市税を増やす対策では、小千谷で働きたい、住みたいと思ってもらうには、小千谷の魅力を高めることが
必要である。市の各種施策の紹介と会員企業が生産性を上げて利益を出し、従業員が働きやすい環境づくり必要である。市の各種施策の紹介と会員企業が生産性を上げて利益を出し、従業員が働きやすい環境づくり
をしていく双方のポイントから話し合われました。をしていく双方のポイントから話し合われました。

▲常議員　久保田邦彦氏による事例発表 ▲『ホントカ。』の活用」と「市税を増やす対策」で議論

１１月常議員会並びに市と商工会議所との懇談会を開催しました１１月常議員会並びに市と商工会議所との懇談会を開催しました１１月常議員会並びに市と商工会議所との懇談会を開催しました１１月常議員会並びに市と商工会議所との懇談会を開催しました

　１１月２１日（木）に年末調整に向けた「定額減税セ
ミナー」を開催し、１２名が参加しました。
　セミナーでは、年末調整での定額減税において考え
られる３パターンの会社員の所得税納税額を実際の源
泉徴収簿を用いて計算し、演習方式でより理解が深まっ
たようです。
　参加者からは「実際に計算してみて、分かりやすかっ
た」、「分かっていたつもりだったが、今日のセミナー
で初めて分かったことがあった」などの感想をいただ
き、年調減税に向けて、役立つセミナーだったと思い
ます。
　今後も会員の皆様に役立つセミナーを実施していき
ますので、是非ご活用ください。　

　会議所の８部会から市に対する意見や要望と
して出たものを要望書にまとめ、１０月２８日に
会頭から市長に手渡しました。
　全部会に共通する重点要望として、①税収を
増やすための人口増施策　②原発再稼働のメ
リットを経済界が実感できる施策の２点につ
き１２月を目途に書面による回答を求めました。
また、各部会の個別要望については予算に反映
するなど積極的な対応を求めました。
　市からは、要望に対し真摯に対応するとした
後に、家賃補助、奨学金、空き家対策など、Ｕ
Ｉターン施策に引き続き取り組んでいくために、
官民挙げての協力が不可欠であり、会議所には
これからも期待していると発言がありました。

市に要望書を提出しました
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会員事業所訪問
vol.42

片貝町を拠点に、県内のみならず、全国に直接営業を
展開している黒崎交商㈲を訪問し、補助金活用によ
る新たな試みなどについてお聞きしました。

黒崎交商㈲黒崎交商㈲
⃝住　所：小千谷市片貝町船橋2387－1
⃝ＴＥＬ：0258－84－2247
⃝ＵＲＬ：https://kurosaki-paint.jp

　１本の電話で即答できる対応力を活かし、素早い配達や顧客対応で地元に基盤を築きました。現在は全国に
目を向け、ネット販売も開始しています。

⚫培った知識をどの様に活かしていますか？

　従来は顧客の希望するカラーイメージを塗料メーカーに依頼しており、イメージ完成まで約１ヶ月を要して
いました。現在では、ホームページ上に「塗替え用カラーシミュレーション」を導入し、仕上がりイメージを
迅速に確認できるようにしました。この技術の導入には、商工会議所の支援を受け、新潟県新事業チャレンジ
補助金を活用しています。

⚫ネット販売はどのような仕組みで行っていますか？

　現会長（黒崎庄之輔）が長岡の塗料販売店に勤めていた頃、防水会社の社員に誘われ、それぞれが独立する
中、自宅玄関の一部を店舗に改装し、昭和54年12月に「黒崎交商有限会社」を設立しました。事業は順調に進
み、11年前に現代表の黒崎祥宏に交代しました。

⚫会社設立の経緯は何ですか？

　弊社は建築塗料の卸売販売を中心に、防水材、塗装機器、塗装に使う副資材（ロー
ラー、刷毛、容器等）も取り扱っています。また、塗装工事や防水工事の請負、工
業用生産ラインにも関わる事業も行っています。近年では、九州の販売店から配送
業務を委託されています。
　強みとしては、塗料に関する幅広い知識とスムーズな対応力が挙げられます。同
業他社の中には製品カタログのみで知識を得る営業マンもいる中、弊社では先代や
メーカー営業マンとのネットワークを活かした深い知識を営業に活かしています。
　正直なところ塗料業界の商品は、以前の商品に多少付加価値が付いた程度で、大
きな進化が見られないのが現状です。そのため弊社では、顧客の要望に合った提案
を行い、あらゆる商品を幅広く取り扱う姿勢を重視しています。

⚫主な取扱商品は何ですか？また自社の強みは何ですか？

▲事業所の前には塗料屋
らしい看板

⚫今までのエピソードや会社のＰＲなどお聞かせください。
　今年で創業45年を迎え、継続的に事業を運営でき、先のビジョンを描けることが弊
社にとっての成功です。努力を積み重ねた結果、顧客の要望通りに商品を届けられる
ことが大きな強みだと考えています。この日々の努力が次の成功に繋がることを願っ
ています。
　また、現在X（旧Twitter）を活用し、業界の内容を広く発信しています。今後は
その他のデジタル媒体も使い分け、地域にとらわれない顧客獲得を目指していきます。
　弊社は小千谷市片貝町という小さな町にある小さな卸売業者です。特徴的な「赤い」
建物で仕事をしており、この「センス」に共感し、仕事を任せてみたいと思った方か
らのご連絡をお待ちしております。

▲黒崎交商のマスコット
　キャラクター
� 「くろさき丸」
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〝おめでとうございます〟

（敬称略）

令和 6年度
第67回商工従業員表彰受賞者名簿

新潟銘醸㈱
� 佐　藤　　　禎　30年 
� 今　村　美　紀　30〃 

ヒムエレクトロ㈱
� 新　保　　　充　30〃
� 濁　川　正　充　30〃
� 山　﨑　威　紀　30〃

㈱広川工務店
� 南　雲　　　剛　30〃 

㈱フーゲツ
� 南　雲　　　剛　30〃 
� 横　山　朋　子　30〃 

㈱柳田工業
� 目　崎　正　志　30〃 
� 渡　辺　浩　一　30〃 
� 大　窪　直　人　30〃 

㈱ユーワ
� 小　林　光　浩　30〃

ユキワ精工㈱
� 浅　野　英　則　30〃 
� 大　塚　幸　一　30〃 
� 南　雲　基　史　30〃 
� 武　藤　直　俊　30〃 
� 渡　辺　利　明　30〃

理研精機㈱
� 瀬　沼　弘　晴　30〃 
� 殖　栗　一　昭　30〃 
� 宇佐美　公　一　30〃 
� 宮　　　　　崇　30〃

エヌ・エス・エス㈱
� 金　子　幸　嗣　40年

大川印刷㈱
� 田　中　良　行　40〃 

ケーエスエス㈱小千谷工場
� 渡　辺　裕　司　40〃 
� 竹　元　伸　次　40〃 
� 星　野　和　重　40〃 
� 山　本　　　修　40〃 
� 篠　田　　　毅　40〃 
� 高　橋　　　忠　40〃 
� 内　山　広　喜　40〃 

㈲諏訪部鉄工所
� 小　島　英　志　40〃
 
㈱第一測範製作所
� 澤　谷　協　子　40〃 
� 佐　藤　敦　司　40〃 
� 樋　口　愉美子　40〃

㈱タカハシキカイ
� 五十嵐　弘　毅　40〃 
� 長谷川　英　一　40〃 
� 酒　井　政　昭　40〃 
� 黒　﨑　和　敏　40〃 
� 羽　鳥　　　功　40〃 
� 水　落　一　久　40〃

テック海発㈱
� 鈴　木　一　彦　40〃

加賀工業㈱小千谷工場	
� 五十嵐　幸　子　50年 
� 新　保　富士子　50〃
� 金　子　千　春　50〃
� 阿　部　久美子　50〃

㈱タカハシキカイ
� 桜　井　正　一　50〃

日本商工会議所会頭
小千谷商工会議所会頭 表彰

50 年  勤  続

40 年  勤  続

㈱新潟セイキ
� 西　牧　浩　之　40年
 
㈱広川工務店
� 伊　藤　　　修　41〃 

㈱丸山工務店
� 星　野　道　夫　40〃

㈱浅田精機
� 田　中　隆　一　30年
 
㈱位下印刷
� 位　下　由　文　31〃
 
㈱魚沼電子
� 神　山　　　聡　30〃
� 早　川　　　治　31〃

越後札紙㈱
� 関　　　真　一　30〃

小片鉄工㈱
� 平　澤　正　弘　30〃
 
オヂヤセイキ㈱
� 細　貝　友　之　30〃
 
㈱片貝製作所
� 岡　元　良　太　30〃

ケーエスエス㈱小千谷工場
� 風　間　かをり　30〃

秀和建設㈱
� 溝　手　鉄　平　30〃
� 真　島　伝　市　30〃
 
高の井酒造㈱
� 木　村　明　裕　30〃

㈱タカハシキカイ
� 小　林　智　子　30〃

㈱高橋電気
� 関　　　稔　弘　30〃

30 年  勤  続

新潟県商工会議所連合会会頭
小千谷商工会議所会頭 表彰

20 年  勤  続

井佐鉄工㈱
� 新　保　誠　一　20年

越後札紙㈱
� 滝　沢　和　幸　20〃

エヌ・エス・エス㈱
� 佐々木　辰　徳　20〃
� 風　間　俊　彦　20〃 
� 小　林　　　学　20〃 
� 上　村　卓　也　20〃

㈱オーシーエス
� 星　野　雅　樹　20〃
� 廣　嶋　幸　薫　20〃

小片鉄工㈱
� 佐　藤　和　也　20〃

オヂヤセイキ㈱
� 西　巻　克　俊　20〃
� 須　藤　博　之　20〃
� 井　浦　康　一　20〃
� 森　山　常　幸　20〃
� 西　脇　　　圭　20〃
� 谷　江　滋　人　20〃
� 田　井　由佳梨　20〃

㈲小千谷清掃社
� 小野塚　博　幸　20〃

㈱片貝製作所
� 横　田　奈保美　20〃

ケーエスエス㈱小千谷工場
� 野　口　能　成　20〃

㈱郷建築事務所
� 横　山　和　宏　20〃

㈱第一測範製作所
� 山　田　幸　宏　20〃
� 堀　　　圭　司　20〃
� 樋　熊　圭　一　20〃
� 武　石　正　和　20〃
� 駒　井　伸　明　20〃
� 佐　藤　　　朗　20〃
� 篠　田　沙奈枝　20〃
� 横　田　由　紀　20〃
� 原　　　卓　矢　20〃

㈱たかの
� 平　澤　泰　明　20〃

㈱浅田精機
� 五十君　　　理　20年
� 堀　澤　由　枝　20〃 
� 小　林　雅　行　20〃
� 中　村　真　也　20〃
� 太刀川　秀　雄　20〃
� 室　橋　敬　介　20〃
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小千谷商工会議所会頭 表彰

10 年  勤  続

㈱タカハシキカイ
� 小宮山　智　則　20年
� 笹　川　多　魅　20〃

㈱高橋電気
� 滝　沢　浩　司　20〃

㈱トラスト
� 小　林　秀　嗣　20〃

㈱新潟セイキ
� 佐　藤　達　弥　20〃
� 木　村　　　博　20〃
� 田　中　　　諭　20〃

新潟銘醸㈱
� 高　野　達　雄　20〃
� 山　田　弘　美　20〃

㈱林屋紙器
� 佐　藤　泰　弘　20〃

ヒムエレクトロ㈱
� 桒　原　俊　明　20〃

㈱フーゲツ
� 村　田　富美子　20〃

山﨑醸造㈱
� 長谷川　　　俊　20〃

㈱ユーワ
� 片　桐　聖三郎　20〃

ユキワ精工㈱
� 多治見　文　晴　20〃
� 森　山　和　良　20〃
� 小　島　春　奈　20〃
� 佐　藤　宏　則　20〃
� 大　淵　園　生　20〃

理研精機㈱
� 五十嵐　恵美子　20〃
� 長谷川　拓　弥　20〃
� 上　村　伸　也　20〃

㈱丸山工務店
� 佐　次　晋　一　10年

㈾山岸織物
� 相　馬　隆　則　10〃
� 富　田　久　枝　10〃

山﨑醸造㈱
� 髙　橋　広　樹　10〃

㈱ユーワ
　モハマドソフィ ビンロズリ� 10〃
� 福　島　和　彦　10〃

ユキワ精工㈱
� 谷　口　誠　啓　10〃 
� 竹之内　清　孝　10〃
� 滝　澤　宗一郎　10〃
� 仁多見　　　光　10〃
� 平　岡　　　純　10〃
� 内　山　椋　太　10〃
� 大　渕　直　美　10〃
� 八　木　玲　奈　10〃
� 堀　澤　　　仁　10〃

ユニオンフーズ㈱
� 渡　部　栄　一　10〃

㈱ヨシケン
� 大　塚　伊　織　10〃
� 関　口　翔　太　10〃

㈱吉村組
� 鎌　田　逸　人　10〃
� 牧　野　岳　春　10〃

理研精機㈱
� 片　桐　雅　人　10〃
� 今　井　優　美　10〃
� 穂　刈　　　優　10〃
� 岡　村　隆　博　10〃
� 坂　詰　圭　輔　10〃

㈱わたや
� 星　　　重　利　10〃
� 永　井　佑　昌　10〃
� 小船井　愛　生　10〃
� 佐　藤　奈　々　10〃

㈱城川道路
� 坂　西　茂　美　10年

新星工業㈱
� 篠　田　英美里　10〃
� 佐　藤　麻　矢　10〃

新デンシ㈱
� 寺　田　　　剛　10〃

㈲鈴木製作所
� 山　田　裕太郎　10〃

㈱第一測範製作所
� 折　田　美　咲　10〃
� 武　山　美　緒　10〃

㈱たかの
� 武　藤　　　潤　10〃
� 神　林　祐　紀　10〃
� 内　山　久　子　10〃
� 関　　　大　輔　10〃
� 丸　山　敏　彦　10〃
� 堀　澤　正　彦　10〃
� 丸　山　　　剛　10〃
� 安　部　純　子　10〃
� 真　島　京　子　10〃
� 渡　辺　裕　子　10〃

㈱タカハシキカイ
� 吉　田　愉　佳　10〃
� 馬　場　洋　子　10〃

㈱トラスト
� 中　島　江梨子　10〃
� 田　村　育　大　10〃

㈱新潟セイキ
� 佐々木　由　光　10〃

㈲ネック
� 佐　藤　広　樹　10〃
� 榎　本　　　哲　10〃

ヒムエレクトロ㈱
� 山　田　暢　一　10〃

㈱フーゲツ
� 関　　　翔　太　10〃
� 小野塚　優　子　10〃

丸山建設㈱
� 丸　山　　　巧　10〃

㈱位下印刷
� 佐　藤　紀　子　11年

㈱魚沼電子
� 篠　田　圭　介　10〃

魚沼道路㈱
� 髙　橋　悠　人　10〃

越後札紙㈱
� 和　田　要　介　10〃

エヌ・エス・エス㈱
� 本　田　　　明　10〃
� 梅　川　純　一　10〃
� 吉　本　　　誠　10〃

大川印刷㈱
� 中　沢　有　宏　10〃

㈱オーシーエス
� 大　平　樹　泉　10〃

㈲大橋鉄工所
� 大　平　忠　義　11〃

オヂヤセイキ㈱
� 石　月　　　聖　10〃
� 粉　川　良　幸　10〃
� 近　藤　　　豊　10〃
� 細　貝　　　歩　10〃

加賀工業㈱小千谷工場
� 髙　橋　優　樹　10〃
� 岩　田　真由美　10〃
� 大　橋　　　薫　10〃

㈱共栄農工社
� 堀　井　辰　徳　10〃
� 堀　口　　　俊　10〃

ケーエスエス㈱小千谷工場
� 和　田　涼太朗　10〃

㈲ケーエス商事
� 岩　野　一　也　10〃

小宮山会計事務所
� 中　町　　　梓　10〃
� 関　　　駿　平　10〃

秀和建設㈱
� 井戸村　大　夢　10〃

㈱浅田精機
� 沢　田　圭　太　10年

㈲阿部ボーリング
� 萩　原　義　則　10〃
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工 業 部 会工 業 部 会
第15回企業視察会第15回企業視察会をを開催開催

　１１月５日（火）に工業部会（久保田厚部会長）
は第１５回企業視察会として朝日酒造㈱とヒム
エレクトロ㈱（新デンシ㈱）を視察し、１２名
の参加がありました。
　始めに朝日酒造㈱を視察し、瓶詰め工場を見
学しました。瓶詰め工程は機械により整然と行
われ、検品作業は人の目で丁寧に行われており、
機械と人を明確に役割分担されていて、効率的
な製造工程を見ることができました。
　ヒムエレクトロ㈱では会社概要の説明や製品
の映像を見た後、実際に工場へ入り、製品の製
造工程を見学しました。自社で内製した機械で
製造をオートメーション化しており、工場内も
５Ｓが徹底され、整理整頓が行き届いていまし
た。
　参加者にとって有意義な視察会となりました。

　１１月８日（金）、交通部会（関根健一郎部会長）と
諸業部会（廣井充部会長）の合同視察研修が埼玉県の
曙ブレーキミュージアムで行われました。
　このミュージアムは、曙ブレーキ工業の技術革新と
ブレーキの歴史を紹介する施設で、創業からの歩みや、
車両用ブレーキシステムの進化に関する展示がしてあ
りました。特にディ
スクブレーキについ
て、参加者はその規
模や精緻さに感心を
寄せていました。
　懇親会では部会を
超えて交流を深め、
「歴史あるブレーキ
のあゆみを知れてよ
かった」との声が聞
かれました。

交通部会・諸業部会合同視察研修を実施

曙ブレーキミュージアムの
� ブレーキの展示を視察

　１１月７日（木）、８日（金）に大津市・滋賀県
立芸術劇場びわ湖ホールにて女性会全国大会が開
催されました。全国３２２女性会より約２，５００人が
集まり、小千谷女性会からは３名が参加しました。
　記念講演会では、能楽師の吉波壽晃師による能
舞のあと、かつて紫式部も訪れたという大本山石
山寺の座主である鷲尾龍華師による講演が行われ
ました。
　昨年、新潟全国大会でお会いした方々との再会
を楽しむとともに、全国各地の女性会会員との交
流を深めることができました。

女女性性
会会

滋賀全国滋賀全国
大会開催大会開催

　１１月２６日（火）、卸売商業部会（大宮武一部会長）
と卸売商業部会（大川明部会長）、観光サービス部会
（大竹輝夫部会長）がスマホ初心者向け体験型販促セ
ミナーを開催しました。グローカルマーケティング㈱
の鈴木萌々瑚氏より、ＩｎｓｔａｇｒａｍやＧｏｏｇｌｅビジネス
プロフィール、ＬＩＮＥ公式アカウントの基礎や活用事
例を解説いただきました。参加者の中にはＳＮＳをほ
とんど使ったことのない人もいましたが、持参した各
自のスマホを実際に操作して体験しました。
　１２月２７日（金）までアーカイブ配信を行っており
ます。興味がある方は下記ＱＲコードよりお申込みく
ださい。

卸売商業部会・小売商業部会・観光サービス部会合同

「スマホでできる販促
� 体験セミナー」を開催

6 おぢや会議所だより
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11月末会員数　928

会 員 情 報会 員 情 報会 員 情 報
※下記予定は変更となる
　場合がございます｡会議・行事の予定

３日（火） 正副会頭会議
５日（木） スマホでできる販促体験セミナー個別相談会
５日（木） 鉄工電子協同組合・木曜会　社長塾・合同忘年会
６日（金） 県連トップセミナー
７日（土） 青年部総会
12日（木） 女性会役員会・忘年会
13日（金） 事業承継個別相談会
13日（金） 青年部役員会
17日（火） 役員忘年会
18日（水） ～１９日　日商委員会（オンライン)
27日（金） 御用納め

６日（月） 仕事始め
６日（月） 新春講演会・賀詞交歓会
７日（火） 正副会頭会議
13日（月） 青年部役員会
15日（水） ～１６日　日商委員会(オンライン)
15日（水） 小千谷家業塾
17日（金） 女性会役員会・新年会及び市長講話会
21日（火） ～23日　FOOD STYLE kansai ２０２５
22日（水） 事業承継個別相談会

12
月

１
月

　代表者の変更や連絡先等の事業所情報に変更がご
ざいましたら、当所までご連絡くださいますようお
願い申し上げます。

■新入会員
　北越開発㈲（食品製造業）
　　関　比登志　　長岡市東川口１９７９－５３

　須田金魚園（金魚販売業）
　　須田　　崇　　小粟田８７２－１

　Ｂｅ‐Ｃａｎ（理容業）
　　木村　淳也　　平沢１－６－１３

　ＳＨＩＮＥ　ＧＡＲＡＧＥ（自動車メンテンス業）
　　富澤　歩哉　　薭生丙４３９－３

　日本郵便㈱上ノ山郵便局（郵便業）
　　須藤　伸明　　上ノ山３－１－１０

　スナックＭｅｒｃｉ（飲食業）
　　和田　圭人　　本町２－２－１０

2024年11月期

全国商工会議所早期景気観測
全産業合計の業況DIは、▲16.3（前月比＋0.9ポイント）
　製造業は、堅調な自動車関係や鉄鋼関係を中心に改善し
た。卸売業は、農畜産水産物関係の育成不振が続く一方、
足元では天候の安定に伴い、先月の大幅悪化から改善した。
建設業は、公共工事の下支えで横ばい圏内にとどまったが、
深刻な人手不足を訴える声が多い。サービス業は、消費者
の節約志向が続く中、電気代等のコスト増が重荷で悪化し、
小売業は、買い控えの影響が根強く、力強さを欠いている。
　原材料価格に対する価格転嫁は一定の進捗が見られるも
のの、人材確保に向けた労務費や円安基調、電気代等の高
騰に対する転嫁は引き続き追い付いていない。また、実質
賃金の伸び悩みで消費者の生活防衛意識は高く、個人消費
の伸び悩みが続き、中小企業の業況は横ばい圏内となった。

先行き見通しDIは、▲14.6（今月比＋1.7ポイント）
　断続的に続く原材料価格や電気代の高騰、最低賃金の引

き上げによるコスト増が続く中、深刻な人手不足や価格転
嫁の遅れなど、長期的な経営課題の山積は続いている。
　一方、冬の賞与増加やクリスマス・忘新年会需要などの
年末年始商戦による売上拡大が見込まれる。また、経済対
策による電気・ガス代等の補助や給付等、政府の後押しも
期待され、先行きは若干の上向き基調が見込まれる。

北陸信越は全業種でDI値は悪化。
　建設業では、資材価格の高止まりによる民間の住宅需要
が低迷しており、売上・採算が悪化した。小売業では、実
質賃金の伸び悩みによる消費者の買い控えに加えて、人手
不足や仕入コストの増加が影響し、専門小売店を中心に採
算が悪化した。百貨店からは、消費者の購買意欲が低迷し
ている中、不安定な気候の影響で衣料品の売れ行きが特に
悪く、厳しい状況が続いている、という声が聞かれた。

※矢印は10月または前年同期の業況との比較。（➡➡）は±５未満、（ ➡➡ ）は±５以上、（⬆⬇）は±1５以上

11月の全国全産業DIの推移 全業種 建 　設 製 　造 卸 　売 小 　売 サービス

全国
11月の業況（前年同月比） ▲16.3 ▲12.6 ▲20.4 ▲19.0 ▲23.2 ▲8.5

３カ月先見通し（11月～１月） ▲14.6 ▲11.7 ▲18.6 ▲13.4 ▲20.4 ▲8.9

北陸
信越

11月の業況（前年同月比） ▲22.0 ▲26.5 ▲34.9 ▲19.0 ▲28.6 ▲5.9

３カ月先見通し（11月～１月） ▲31.1 ▲35.3 ▲37.2 ▲28.6 ▲25.0 ▲27.5

➡➡ ➡➡

➡➡ ➡➡

➡➡ ➡➡

➡➡➡➡

➡➡

➡➡➡➡

➡➡ ➡➡➡➡
➡ ➡

➡

➡

➡➡ ➡➡
➡

年末年始の会議所休業日

１２月２8日（土）～　 １月5日（日）令和
6年

令和
７年

　当所は、12月27日（金）をもちまして年内
業務を終了させていただきます。通常業務の
開始は、１月６日（月）からとなります。
　また、これに伴い12月27日（金）17：00～
１月５日（日）は、貸館業務を行いませんの
でご了承ください。

⬇ ⬇ ⬇
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※詳細はお問合せ先やホームページ等でご確認ください。掲載情報は令和６年11月下旬現在のものとなります。

発信者・件名 主な内容 お問合せ先

【厚生労働省】 
育児・介護休業法の

改正について
（令和７年４月より

段階的に施行）

育児・介護休業法について、男女ともに仕事と育児・介護を両立できるよ
うにするための改正が本年の５月に行われました。この改正は令和７年４
月より段階的に施行されます。
事業者においては、改正法により義務化される内容を理解し、自社の制度
や就業規則、労使協定等の見直しをすることが求められます。主な改正点
は以下の通りです。詳細は厚生労働省HP等をご確認ください。
【主な内容】
・子の看護休暇の見直し
・所定外労働時間の制限の対象拡大
・介護離職防止のための雇用環境整備
・介護離職防止のための個別の周知・意向確認
・育児期の柔軟な働き方を実現するための措置等
・育児及び介護のためのテレワーク導入（努力義務）　など

【厚生労働省】
厚生労働省HP

育児・介護休業法について
https://x.gd/yJKAy

【国税庁】
令和６年分所得税の

特別控除
（定額減税）について

令和６年分所得税の年末調整では、定額減税に関する事務を行う必要があ
ります。
定額減税に関する事務を含む、令和６年分の年末調整手続等の詳細につい
ては、国税庁HP「年末調整がよくわかるページ」をご確認ください。令
和６年分の年末調整に関する各種情報（パンフレット・様式・記載例・動
画等）を掲載しています。

【国税庁】
国税庁HP

定額減税特設サイト
https://x.gd/vkQsU

年末調整がよくわかるページ
https://x.gd/nq7Nj

【国税庁】
令和６年分消費税

申告におけるインボ
イス制度の経過措置

（２割特例）の適用に
ついて

インボイス制度を機に免税事業者からインボイス発行発行事業者として課
税事業者になり、税額控除に関する経過措置（いわゆる２割特例）の適用
を受けている方で、令和６年分の消費税申告において、その基準期間であ
る令和４年における課税売上高が１千万円を超える場合などは、２割特例
の適用をうけることができません。この場合、令和６年分の消費税申告で
簡易課税制度の適用を受けるには、令和６年１２月末日までに「消費税簡易
課税制度選択届出書」の提出が必要となりますので、ご留意ください。

【国税庁】
国税庁HP

インボイス制度特設サイト
２割特例ページ 
https://x.gd/5icTO

【中小企業庁】
М＆Aに関する

トラブルにご注意
ください

近年後継者不在の中小企業の事業承継の手段として増えているМ＆Aにお
いて、不適切な買手との間でМ＆A成立後にトラブルに発展する事例がみ
られております。個人保証の解除やクロージング後の譲渡対価の支払いな
ど、少しでも違和感を感じた場合は弁護士や新潟県事業承継・引継ぎ支援
センターにご相談ください。小千谷商工会議所でも同センターの相談会を
毎月開催しておりますのでご活用ください。

【中小企業庁】
中小企業庁HP

M＆Aに関するトラブルに
ご注意ください 
https://x.gd/xrVef

【中小企業庁】
М＆A支援機関登録

制度について

中小企業庁では、中小企業が安心してM&Aに取り組める基盤を構築する
ため、М＆A支援機関にかかる登録制度を開始しました。登録された支援
機関に依頼することで、「事業承継・引継ぎ補助金」の対象にもなります
ので、是非ご活用ください。

【中小企業庁】
M＆A支援機関登録制度HP

https://ma-shienkikan.
go.jp/
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